
領域横断的な視点からみる⾳楽教育の未来

⽇本学校⾳楽教育実践学会
第31回全国⼤会 ⼤会HP

後援 ⼤分県教育委員会 ⼤分市教育委員会 別府市教育委員会
由布市教育委員会 ⽵⽥市教育委員会

主催 ⽇本学校⾳楽教育実践学会

⽇時 2026年8⽉22⽇(⼟)・23⽇(⽇) 会場 J：COMホルトホール⼤分
（⼤分県⼤分市⾦池南1丁⽬5-1)

⽇程

懇親会（３階 カフェレストラン Horuto Garden）

8⽉22⽇(⼟) 受付（１階 エントランスホール）

セミナー その４ ⾳楽・数学・⾝体がひらく創造の学び
⾳楽家・数学研究者・STEAM教育家 中島さち⼦⽒（１階 ⼩ホール）

昼⾷・受付（ １階 エントランスホール）

⾃由研究 1−6 （２階・４階 会議室）

休憩

課題研究 「⽣成の原理」に基づく⾳楽科授業における教科内容の体系
その５ （３階 ⼤会議室）

総会（３階 ⼤会議室）

9:30
10:00

12:00

13:00

15:00

15:15

17:15

18:10

8⽉23⽇(⽇) 受付（１階 エントランスホール）

⾃由研究 7−11（ ２階・４階 会議室）

参加型教材実験プロジェクト（Ⅰ：１階 ⼩ホール／Ⅱ：３階 ⼤会議室）

閉会

昼⾷・休憩

9:00
9:30

12:00

13:00

15:00



■冊子：無線綴じ_B5_見開き2P
（ 紙のサイズ364×257mm 仕上がりサイズ182×257mm）

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
 ●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
 ●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ＰＤＦに変換して入稿される場合★★★

「表示」＞「スライドマスター」画面より色つきのガイド線を消してから変換してくださ
い

参加費 セミナー参加費 2,000円（先着250名）
⼤会参加費 4,000円（学⽣2,000円、但し現職院⽣除く）
懇親会費 5,800円
※会員、⾮会員どなたでもご参加いただけます。

参加申込 8⽉17⽇（⽉）正午申込締切
Peatixによるオンライン決済
URL https://ongakujissen2026.peatix.com/

連絡先 HP URL   https://www.27ongakujissen.com/
⼤会実⾏委員会(mail)  jissen.oita31@gmail.com

発表時間 ⾃由研究は、発表20分、質疑7分です。

要旨集録
事前データ

     配信のみ

要旨集録の印刷・配布は致しません。事前に参加申込
者に配信する『⼤会要旨集録』のPDFデータを、各⾃
のデヴァイス等でご覧ください。
本年度の会場では、Free Wi-Fiの提供はございません。

大会参加要領

1

参加申込

第31回
全国⼤会
要旨集録

⼊会希望 ⼊会希望者は以下のリンクから情報をご確認ください。
➤ https://jassmep.jp/membership/

宿泊・昼⾷等について

・JR⼤分駅周辺には、コンビニや飲⾷店があります。
・⾃動販売機（飲み物）は、施設内にあります。
・各会議室（⼩ホール以外）での飲⾷は可能ですが、ゴミはお持ち帰りください。
・時期的に宿泊施設、航空券、乗⾞券等が⼊⼿しにくいことが予想されます。早めに予約をとられ

ることをお勧めします。宿泊施設につきましては、とくに斡旋をいたしませんが、助成の関係か
ら⼤分市内の宿泊をお勧めします（宿泊の予約については、各⼈でとられますようお願いいたし
ます）。

※⼤分市内の宿泊施設について、「おおいた市観光ナビ」−「宿泊」のページをご参照ください。

おおいた市観光ナビ「宿泊」：https://www.oishiimati-oita.jp/stay

お荷物について

・お荷物の預かり所はありません。ご⾃⾝での管理をお願いいたします。

QRコード⇨⼤会HP（要パスコード）⇨要旨集録ダウンロード

※8⽉17⽇（⽉）⼤会HPにて公開予定

交通について

・会場へは公共交通機関をご利⽤ください。

会場

参加費

⽇時

J:COMホルトホール⼤分（⼤分県⼤分市⾦池南1丁⽬5-1)

申込

JR⼤分駅から

約160m

会場

会場⽴地

交通案内

会場図

会議室
（2F・4F）

⾃由研究会場

⼤会議室(3F)
課題研究会場
総会会場
参加型教材研究
プロⅡ会場

⼩ホール(1F)
セミナー会場
参加型教材研究
プロⅠ会場

エントランス
ホール(1F)

受付

カフェレストラン
(3F)

懇親会会場

アンケート 第31回全国⼤会アンケートにご協⼒ください。

⼤会アンケート

おおいた市
観光ナビ

https://www.27ongakujissen.com/
http://jissen.hiro29@gmail.com
https://jassmep.jp/membership/
https://www.oishiimati-oita.jp/stay
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408会議室
⾃由研究
3・9
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講師 中島 さち⼦⽒
プロフィール

8月22日（土）
10:00～12:00
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⼈は本来、⾳や⾝体、感覚を通して世界を横断的に捉
え、意味を⾒出してきた存在である。⾳楽もまた、数学
的構造や⾝体性、⽂化的⽂脈と深く結びつきながら成⽴
している。本講演では、⾳楽・数学・STEAM教育の実践
や⼤阪・関⻄万博「いのちの遊び場クラゲ館」での取り
組みを⼿がかりに、「領域横断的に世界をみる」とは何
かを問い直す。さらに、⼦どもも⼤⼈も創造に参加する
学びのあり⽅や、「つくる喜び」を起点とした⾳楽教育
の新たな可能性について考える。（⼀部演奏あり）

中島 さち⼦⽒からのメッセージ

音楽家・数学研究者・STEAM 教育者。
(株 ) steAm 代表取締役、 (一社 ) steAm 
BAND 代表理事、大阪・関西万博テーマ
事業プロデューサー、内閣府 STEM Girls 
Ambassador、東京大学大学院数理科学研
究科特任研究員。国際数学オリンピック
金メダリスト。資生堂クレ・ド・ポーボ
ーテより、STEAM分野 (科学、技術、工
学、芸術、数学) の教育に貢献した女性
を表彰する「Power of Radiance Awards 
2025」を受賞。音楽数学教育と共にアー
ト＆テクノロジーの研究も進める。

現在、学校現場ではカリキュラムオーバーロード
等の問題を解消するために、教科を横断させてカリ
キュラムをマネジメントすることが求められていま
す。しかしながら、それは各教科を単に表面的につ
なぎあわせることで解決するものではありません。
人間が生きるという営みの大元に立ち戻り、人間の
営みやその発展としての学問領域の観点から課題を
とらえなおす必要があるのではないでしょうか。
そこで、本セミナーでは「領域横断的な視点が切

り拓く音楽教育の新たな世界」と題し、音楽以外の
専門領域の方々を講師に迎え、他領域との交流を通
して、人間が生命を持続発展していくという営みか
ら教科横断のあり方について考えていきたいと思い
ます。イノベーションを起こすためには異質な分野
との交流は欠かせません。本セミナーを通して学校
音楽教育にたずさわるわれわれの認識が広がってい
くことを期待しています。どうぞふるってご参加く
ださい。

尾崎 祐司（上越教育大学）
野上 華子（京都教育大学附属桃山中学校）

司会

13:00 身体表現を生かした鑑賞授業デザイン
                           －「音響的身体」からみる子どもの音楽実践の考察を中心に－

塚本 靖則（横浜国立大学附属横浜小学校）

13:30 自ら音楽に関わり、音楽的思考を深める中学校音楽科鑑賞授業の研究
－《交響曲第５番ハ短調》の実践を通して－

大場 拓哉（茨城県鹿嶋市立高松中学校）

14:00 テキストマイニングによる音楽鑑賞文内容分析
 －中学生の自由な記述から見る傾向－

髙橋 千絵（広島市立戸山中学校）

14:30 生徒の連続的な興味を保障する中学校音楽科鑑賞授業の環境構成
 －尺八楽《巣鶴鈴慕》を教材として－

伊是名 愛音（沖縄県石垣市立白保中学校）

第1日目 8月22日（土）
2階 201会議室

硯 阿哉子（大阪市立開平小学校）
松本 康子（大阪市立阪南小学校）

司会

13:00 表現の原理によるわらべうたを基にしたふしづくり
 －しりとりうたの場合－

井上 薫（大阪府岸和田市立東光小学校）

13:30 支援学級における音楽を活用した自立活動
 －小学校２年生の事例から－

島本 政志（大阪府寝屋川市立神田小学校）

14:00 中学校音楽科創作授業における生徒間コミュニケーションの変容の要因
隅田 佳乃（兵庫県西宮市立塩瀬中学校）

14:30 旋律創作の振り返りにおける音楽的思考と非認知能力の分析
酒井 一樹（ドルトン東京学園中等部・高等部）

第1日目 8月22日（土）
2階 202会議室

自由研究1

自由研究2

※セミナーにご参加いただく際には、身の回りにある
「よい音のでるもの」をお持ちください。
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BAND 代表理事、大阪・関西万博テーマ
事業プロデューサー、内閣府 STEM Girls 
Ambassador、東京大学大学院数理科学研
究科特任研究員。国際数学オリンピック
金メダリスト。資生堂クレ・ド・ポーボ
ーテより、STEAM分野 (科学、技術、工
学、芸術、数学) の教育に貢献した女性
を表彰する「Power of Radiance Awards 
2025」を受賞。音楽数学教育と共にアー
ト＆テクノロジーの研究も進める。

現在、学校現場ではカリキュラムオーバーロード
等の問題を解消するために、教科を横断させてカリ
キュラムをマネジメントすることが求められていま
す。しかしながら、それは各教科を単に表面的につ
なぎあわせることで解決するものではありません。
人間が生きるという営みの大元に立ち戻り、人間の
営みやその発展としての学問領域の観点から課題を
とらえなおす必要があるのではないでしょうか。
そこで、本セミナーでは「領域横断的な視点が切

り拓く音楽教育の新たな世界」と題し、音楽以外の
専門領域の方々を講師に迎え、他領域との交流を通
して、人間が生命を持続発展していくという営みか
ら教科横断のあり方について考えていきたいと思い
ます。イノベーションを起こすためには異質な分野
との交流は欠かせません。本セミナーを通して学校
音楽教育にたずさわるわれわれの認識が広がってい
くことを期待しています。どうぞふるってご参加く
ださい。

尾崎 祐司（上越教育大学）
野上 華子（京都教育大学附属桃山中学校）

司会

13:00 身体表現を生かした鑑賞授業デザイン
                           －「音響的身体」からみる子どもの音楽実践の考察を中心に－

塚本 靖則（横浜国立大学附属横浜小学校）

13:30 自ら音楽に関わり、音楽的思考を深める中学校音楽科鑑賞授業の研究
－《交響曲第５番ハ短調》の実践を通して－

大場 拓哉（茨城県鹿嶋市立高松中学校）

14:00 テキストマイニングによる音楽鑑賞文内容分析
 －中学生の自由な記述から見る傾向－

髙橋 千絵（広島市立戸山中学校）

14:30 生徒の連続的な興味を保障する中学校音楽科鑑賞授業の環境構成
 －尺八楽《巣鶴鈴慕》を教材として－

伊是名 愛音（沖縄県石垣市立白保中学校）

第1日目 8月22日（土）
2階 201会議室

硯 阿哉子（大阪市立開平小学校）
松本 康子（大阪市立阪南小学校）

司会

13:00 表現の原理によるわらべうたを基にしたふしづくり
 －しりとりうたの場合－

井上 薫（大阪府岸和田市立東光小学校）

13:30 支援学級における音楽を活用した自立活動
 －小学校２年生の事例から－

島本 政志（大阪府寝屋川市立神田小学校）

14:00 中学校音楽科創作授業における生徒間コミュニケーションの変容の要因
隅田 佳乃（兵庫県西宮市立塩瀬中学校）

14:30 旋律創作の振り返りにおける音楽的思考と非認知能力の分析
酒井 一樹（ドルトン東京学園中等部・高等部）

第1日目 8月22日（土）
2階 202会議室

自由研究1

自由研究2

※セミナーにご参加いただく際には、身の回りにある
「よい音のでるもの」をお持ちください。
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■冊子：無線綴じ_B5_見開き2P
（ 紙のサイズ364×257mm 仕上がりサイズ182×257mm）

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
 ●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
 ●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ＰＤＦに変換して入稿される場合★★★

「表示」＞「スライドマスター」画面より色つきのガイド線を消してから変換してくださ
い

藤田 桂子（名古屋文化学園保育専門学校）
山岸 多恵（平安女学院大学）

司会

13:00 小学校低学年におけるサウンド・エデュケーションの授業構想に関する研究
 －教員養成課程の学生が作成した音楽科学習指導案の内容分析を中心に－

二宮 貴之（聖隷クリストファー大学）

13:30 イメージに着目した〈歌唱と音楽づくりの一体化〉
 －創造的な問題解決の過程に関する研究－

勝見 亜也子(千葉大学大学院生）

14:00 「構成活動」を取り入れた歌唱の授業デザインの可能性
 －教材の特性に着目して－

髙田 遥(大阪教育大学附属平野小学校）

14:30 中学生の合唱〈表現〉への意識変容
大城 あやの（沖縄県宜野湾市立宜野湾中学校）

第1日目 8月22日（土）
4階 408会議室

石光 政德（大阪教育大学附属池田小学校）
齊藤 淳子（川口短期大学）

司会

13:00 音楽科におけるSTEAM教育の可能性
 －音楽科と理科の協働を通して－

春名 知子（東京都文京区立礫川小学校 非常勤）

13:30 アウトリーチを活用した外国語歌唱の鑑賞授業における中学年児童の音楽的思考
 －外国語活動との横断的視点を踏まえて－

宮澤 多英子（川口短期大学）

14:00 音楽の特性を活かした横断的カリキュラム・マネジメントの研究
森保 尚美（広島女学院大学）

14:30 集団奉仕活動と連動した音楽の創作・活用が労作唄の意義理解に及ぼす影響
 －中学校における「ボランティア唄プロジェクト」を通して－

齋藤 紘希（広島市立日浦中学校）

第1日目 8月22日（土）
4階 409会議室

自由研究3

自由研究4

安江 真由美（山梨県立大学）
大和 賛（大阪教育大学附属平野小学校 非常勤）

司会

13:00 音楽づくりと随伴
松下 行馬（神戸市立桜の宮小学校）

13:30 和音の響きを感じた旋律づくり
 －小学校5年生における創作の授業について－

井上 裕弓（愛知県豊川市立国府小学校）

14:00 小学校音楽科におけるサウンド・エデュケーションを用いた授業実践の研究
小笠原 彩乃（弘前大学大学院生）

14:30 『ミュージサーカス』を題材にした実践の試み
〇芳賀 均（北海道教育大学旭川校）

加藤 優菜（北海道愛別町立愛別中学校）

第1日目 8月22日（土）
4階 410会議室

平澤 節子（名古屋女子大学短期大学部）
矢倉 瞳（四天王寺大学）

司会

13:00 個（4歳児）の音素材との相互作用にみる表出から音楽的表現への形成過程
 －デューイの「衝動」から「目的」の形成に着目して－

三輪 雅美（名古屋柳城女子大学）

13:30 5歳児を対象とした合奏指導（ハンドベル・鈴・トライアングル）
 －保育者養成校の学生による指導実践－3

相原 絵利那（小田原短期大学）

14:00 保育者養成課程におけるパフォーマンス課題の検討
小栗 祐子（東海学院大学）

14:30 「和音の移り変わり｣の知覚・感受に着目した授業実践の検証（２）
 －保育者・小学校教員養成課程での実践－

永津 利衣（愛知学泉大学）

第1日目 8月22日（土）
4階 403会議室

自由研究5

自由研究6
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平成29年改訂学習指導要領において資質・能力（コン
ピテンシー）ベースの教育課程への転換を受け、本学会
ではこれまで、「生成の原理」に基づく音楽科授業で育
成すべき資質・能力を導出してきた。資質・能力の育成
は、教科内容（コンテンツ）との関わりがあってこそ実
現するものであり、教育実践と関わらせて教科内容の体
系を究明することは喫緊の課題といえる。そこで、「生
成の原理」に基づく教材研究および実践研究を通して、
音楽科における教科内容の体系を構築することを目的と
して、課題研究のテーマ「『生成の原理』に基づく音楽
科授業における教科内容の体系」が設定された（2022-
2026年度）。本課題研究における「教科内容の体系」と
は、生成の原理に基づく教科内容の4側面である形式的
側面（音楽の諸要素とその組織化）、内容的側面（音楽
の質、曲想・特質・雰囲気）、文化的側面（風土・生活
・文化・歴史）、技能的側面（表現の技能、鑑賞の技能
「批評」）の関連を指す。

1年次は、音楽科の教科内容とは授業レベルでいう指
導内容であり、教科内容と同じ4側面で捉えられること
を確認し、授業実践での教科内容の4側面の現れ方を共
有した。その結果、①指導者は4側面を意識して教材研
究を行う必要があること、②教師は子どもの学習過程
に現れる4側面の関連を見取る必要があることを明らか
にした。

2年次は、指導者側から教科内容を捉えるために教材
研究に焦点を当てた。教材研究では、単元において形式
的側面としての「軸となる指導内容」を一つ選ぶことを
目的とした。その結果、①教材を特徴づける複数の音
楽の構成要素から「軸となる指導内容」を特定して一つ
選ぶことの重要性、②文化的側面と技能的側面は、形
式的側面の知覚・内容的側面の感受に最も関わりの深い
ものを、具体的に特定する必要があることを明らかにし
た。

3年次は、学習者からみた教科内容における文化的側
面の位置づけに焦点を当てた。その結果、文化的側面は
子どもの生活経験や体験と結びつき、形式的側面の知覚
・内容的側面の感受へ影響を与えながら技能的側面を通
じて表現され、学習者の認識を深める役割を果たすこと
を明らかにした。

4年次は、学習者からみた教科内容における技能的側
面の位置づけに焦点を当てた。その結果、技能的側面と
は、文化的側面の影響を受けた形式的側面の知覚・内容
的側面の感受に基づき、表現するための身体のコントロ
ールや他者に味わいを伝えるための用語の使い方を子ど
もが意識して用いることで4側面の関連がより密接にな
ることを明らかにした。
そこで5年次は、「教科内容の4側面の関連」としての

教科内容の体系の仮説と、仮説をふまえた授業雄構成を
通して「教科内容の体系は子どもの学びにどのように表
れていたか」について議論を深め、本課題研究の結論を
見出したい。

問題の所在 方法

「生成の原理」に基づく音楽科の教科内容の理論的枠組みを明確にした上で、教科内
容を授業実践の次元での指導内容として捉え直し、4側面の関連についての実践・検証
を行い、そこから教科内容の体系を導きだすという教育実践学の研究方法をとる。

5年次の目的は、「生成の原理」に基づく音楽科の教科内容を明らかにすることであ
る。そのために、まず前半では、これまでの経緯および用語を確認し、教科内容の体系
の仮説とそれを手がかりとした小学校及び中学校の授業実践での具体的な学びの姿を通
して提示する。後半では、前半の内容をふまえて「教科内容の体系は子どもの学びの姿
にどのように生かされていたか」という観点からパネルディスカッションを行う。

5年次の趣旨

内容

司会 横山 真理（東海学園大学）

１ 趣旨説明

 鉄口 真理子（鳴門教育大学）

２ 音楽科の教科内容の体系の仮説

 鉄口 真理子（鳴門教育大学）

３ 教科内容の体系の仮説を踏まえた授業実践

小学校第5学年の実践 鑑賞《ハンガリー舞曲第5番》

    藤岡 美樹（別府市立亀川小学校）

中学校第2学年の実践 箏を用いた創作《さくらさくら》の前奏づくり

    待田 理恵（寝屋川市立友呂岐中学校）

４ パネルディスカッション

「教科内容の体系は子どもの学びにどのように表れていたか」

    藤岡 美樹（別府市立亀川小学校）

    待田 理恵（寝屋川市立友呂岐中学校）

 宮里 未希（琉球大学教育学部附属中学校）

中島卓郎（信州大学）

清水匠（つくば市立松代小学校）

鉄口 真理子（鳴門教育大学）

8月22日（土）
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会場：3階 大会議室

課題研究
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8月22日（土）17:15~18:00

懇親会 8月22日（土）18:10~19:40 
会場：カフェレストランHoruto Garden 会費：5,800円
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9:30 ゲストティーチャーとつくる、技能習得と音楽的な表現意識を高めていく授業の構成
〇髙月 道代（滋賀大学教育学部附属中学校）

麻植 美弥子（福井大学）
麻植 理恵子（箏演奏家）

 
10:00 世代間交流型芸術活動プログラムの一提案

 長谷川 真由（大阪音楽大学短期大学部）

10:30 韓国の幼児教育施設における多文化音楽教育の実態分析
 －ヌリ課程に基づくカリキュラム分析とその教育的示唆－

〇佐藤 真由子（関西外国語大学）
金 奎道（高知大学）

11:00 異文化理解のための小学校の授業実践
 －韓国の音楽を題材に

山本 華子（小田原短期大学）

11:30 ハンガリーの高等音楽教育における「音楽的エージェンシー」の探究
 －指導者養成・専門教育の授業観察と指導者の語りに着目して－

小坂 光（実践女子大学）
1312

安藤 江里（松本大学）
小林 田鶴子（神戸女子大学）

司会

9:30 音楽教師の成長をめぐる二重性
 －他教科との比較からみたアイデンティティ－

田中 千香子（関西大学大学院生）
 

10:00 「経験の再構成」としての生成の原理による創作の授業デザインに関する一考察
 兼平佳枝（大阪教育大学）

10:30 大学「音楽」授業における主体的な学びの生成過程
 －歌遊びの計画場面の分析を通して－

永井 美由紀（東海学園大学 非常勤）

11:00 小学校教員養成課程における「我が国や郷土の音楽」の学習に関する一考察
 －和楽器ワークショップを通した学生の意識変化に着目して－

宮 祐子（東京家政大学）

11:30 教員養成課程学生による地車囃子とカンディンスキーの絵を用いた創作活動の比較
 －音の空間性に着目して－

山本 真弓（太成学院大学 非常勤）

第2日目 8月23日（日）
4階 408会議室

五十嵐 仁美（京都市立京都御池中学校）
松永 洋介（愛知県立芸術大学）

司会

第2日目 8月23日（日）
4階 409会議室

自由研究9

自由研究10

髙﨑 展好（環太平洋大学）
辻 勇介（広島文化学園短期大学）

司会

9:30 小学校音楽科におけるリコーダー導入期の学びを支えるデジタル学習環境の設計
 －生成AIを活用した教材研究の試み－

森 美里（東京学芸大学大学院生）

10:00  Scratchによる音楽構成づくりが児童の鑑賞アプローチを変容させる
 －デューイの経験論とプログラミング教育論の共通性からの考察－

浅原 典子（神戸市立千代が丘小学校）

10:30  VR教材を活用した探究的な学びの様相
 －鑑賞学習の実践を通して－

興梠 徹（大阪府箕面市立第五中学校）

11:00 「作って終わり」にしない旋律創作
 －相互批評と生成AIの利用を通した構成活動の試み－

中井 拓哉（大阪星光学院中学校・高等学校）

11:30 音楽制作アプリ「カトカトーン」を用いた活動の導入指導プログラム開発
片野 響子（東京都立調布南高校）

第2日目 8月23日（日）
2階 201会議室

井﨑 絵梨(大阪府吹田市立竹見台中学校）
渡邊 真一郎（畿央大学）

司会

第2日目 8月23日（日）
2階 202会議室

自由研究7

自由研究8

9:30 小学校音楽科におけるパフォーマンス評価の研究
 －真正の文脈に焦点をあてて－

髙橋 詩穂（畿央大学）

10:00 音楽授業において音楽的思考が働く前提となる状況の諸相
藤本 佳子（大阪教育大学）

10:30 児童の既有スキーマの変容を促す授業実践研究
玄 順恵（雲雀丘学園小学校）

11:00 分析と統合の観点からみた音楽鑑賞における経験の再構成
清村 百合子（京都教育大学）

11:30 「構成活動」を原理とした音楽科授業における思考過程の分析はいかにして成立するか
 －音楽教育実践学としての研究方法の問題－

横山 真理（東海学園大学）
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第2日目 8月23日（日）
2階 202会議室

自由研究7

自由研究8

9:30 小学校音楽科におけるパフォーマンス評価の研究
 －真正の文脈に焦点をあてて－

髙橋 詩穂（畿央大学）

10:00 音楽授業において音楽的思考が働く前提となる状況の諸相
藤本 佳子（大阪教育大学）

10:30 児童の既有スキーマの変容を促す授業実践研究
玄 順恵（雲雀丘学園小学校）

11:00 分析と統合の観点からみた音楽鑑賞における経験の再構成
清村 百合子（京都教育大学）

11:30 「構成活動」を原理とした音楽科授業における思考過程の分析はいかにして成立するか
 －音楽教育実践学としての研究方法の問題－

横山 真理（東海学園大学）
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牛頭 真也（洗足学園音楽大学 非常勤）
寺井 郁子（中部大学）

司会

第2日目 8月23日（日）
4階 410会議室自由研究11

9:30 音高感覚習得を目的とした模範音声の聴取容易性に関する一考察
 －他者の声と自分の声の比較から－

〇佐藤 和貴（高崎健康福祉大学）
渡会 純一（東北福祉大学）
佐藤 克美（東北大学）

 
10:00 対話で深める和声感覚
 －ペアワークによる実用的スキルの習得プロセス－

望月 たけ美（常葉大学）

10:30 音楽的に弾くための生成の原理に基づくビアノレッスンの提案
 －ブルグミュラーを例に－

玉護 眞理子（愛知学泉大学 非常勤） 

11:00 教員養成における音楽の認識過程を重視したピアノ授業の考察
 溝口 希久生（和歌山信愛大学）

8月23日（日）13:00～15:00

教材を手掛かりに参加者の発想を交流し、どんな授業ができるか
構想する実験的なプロジェクトです。

Ⅱ 東京・関東支部 (3階 大会議室)

「詩」を素材とした声による音楽表現
－つくり手と聴き手による「意図」の共有ー

本プロジェクトでは「詩」を素材にして、｢声｣
で表現する音楽づくりの模擬授業を実施します。
まず、4人程度の小集団で詩を音読します。次に、
〔共通事項〕の中から工夫の手立てとなる要素を明
確にした上で、表現の仕方を工夫して「声」によ
る音楽づくりをします。その後、二つの小集団が
一緒になり、互いの作品を聴き合い、各々の意図
を共有します。最後に、参加者全員で、｢意図｣の
共有について、経験したことを基に交流します。
本プロジェクトでは、参加者一人一人による広い
視点、多様なアプローチから教材としての可能性
を見いだすことを目的としています。声でどのよ
うな表現ができるのか、詩そのものをどのように
声で表現するのかということについて、共に考え
ていきましょう。

○金田美奈子 （文京区立青柳小学校）
桑原 章寧 （貞静学園短期大学）
酒井 一樹 （ドルトン東京学園中等部・高等部）
塚本 靖則 （横浜国立大学附属横浜小学校）
福多 朝子 （川崎市立西丸子小学校）
松本 絵美子（元国立音楽大学附属小学校）
宮澤 多英子（川口短期大学）

参加型教材実験プロジェクト

Ⅰ 北海道支部・東北支部 (1階 小ホール) 

ヴィヴァルディの「夏」を題材にミュージッキングを楽しむ
－演奏・ダンス・紙芝居等々…流動的かつ坩堝（るつぼ）的に－

〇芳賀 均（北海道教育大学旭川校）
安久津太一（岡山県立大学）
壽谷 静香（武庫川女子大学）
森 健一郎（北海道教育大学釧路校）
盛田 祥史（北海道教育大学大学院生）
加藤 優菜（北海道愛別町立愛別中学校）
渡会 純一（東北福祉大学）
吉田 圭祐（福島県南会津町立南会津中学校）

ミュージッキングは、演奏・聴取・作曲・リハ
ーサル・ダンスに加え、チケットのもぎりや会場
清掃など、音楽パフォーマンスへのあらゆる参加
を含む考え方です※。その大らかさは参加の障壁
を下げ、一つの場に多様な行為が混在して相互に
影響し合う、流動的・坩堝的な展開が期待できる
点に特色があります。多様な学びを包み込み、す
べての子どもを包摂するインクルーシブな教育実
践にもつながる可能性があります。本企画では、
リコーダー、バイオリン、エレキギター、カスタ
ネット等の楽器、歌、踊り、夏にまつわる絵本や
グッズ、紙芝居、ICT機器、読書なども含め、思い
思いに楽しみます。可能な方は楽器（何でも可）
や身の回りのグッズ等、活動が楽しくなりそうな
ものをご持参ください。

※スモール＝クリストファー著／野澤豊一・西島千尋訳：「ミ
ュージッキング―音楽は〈行為〉である―」水声社，pp.30-31，
2011.

14

MEMO

「Google Gemini」で作成
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⽇本学校⾳楽教育実践学会

第3 1回 全国⼤会プログラム

2026年6⽉30⽇発⾏

〒772-8052 徳島県鳴⾨市鳴⾨町⾼島中島748
 鳴⾨教育⼤学⼤学院 学校教育研究科
 鉄⼝研究室気付
 TEL &FAX：088-687-6467
 https://jassmep.jp

⼤会実⾏委員会 ⼤会実⾏委員⻑：髙⽥ 喜夫 （⼤分県⽴芸術⽂化短期⼤学）
実⾏委員 ：⾚嶺 桂佑 （佐伯市⽴佐伯⼩学校）

⼤城あやの （宜野湾市⽴宜野湾中学校）
岡野 知恵 （⼤分県⽴⽇出⽀援学校・⼩学部）
⼩川 由美 （琉球⼤学）
⽊下由紀⼦ （⼤分市⽴碩⽥学園）
徳部 信昭 （⼤分市⽴南⼤分⼩学校）
德丸 ⼤樹 （⼤分市⽴碩⽥学園）
永松かなえ （沖縄市⽴美東中学校）
藤岡 美樹 （別府市⽴⻲川⼩学校）
藤川 正稔 （⽵⽥市⽴緑ヶ丘中学校）
古澤 誠朗 （⼤分県⽴⽇出⽀援学校・⾼等部）
槇野 鈴⾳ （⼤分県⽴芸術⽂化短期⼤学）
松園 聡美 （中村学園⼤学短期⼤学部）
宮⾥ 未希 （琉球⼤学教育学部附属中学校）

事務局

MEMO
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領域横断的な視点からみる⾳楽教育の未来

⽇本学校⾳楽教育実践学会
第31回全国⼤会 ⼤会HP

後援 ⼤分県教育委員会 ⼤分市教育委員会 別府市教育委員会
由布市教育委員会 ⽵⽥市教育委員会

主催 ⽇本学校⾳楽教育実践学会

⽇時 2026年8⽉22⽇(⼟)・23⽇(⽇) 会場 J：COMホルトホール⼤分
（⼤分県⼤分市⾦池南1丁⽬5-1)

⽇程

懇親会（３階 カフェレストラン Horuto Garden）

8⽉22⽇(⼟) 受付（１階 エントランスホール）

セミナー その４ ⾳楽・数学・⾝体がひらく創造の学び
⾳楽家・数学研究者・STEAM教育家 中島さち⼦⽒（１階 ⼩ホール）

昼⾷・受付（ １階 エントランスホール）

⾃由研究 1−6 （２階・４階 会議室）

休憩

課題研究 「⽣成の原理」に基づく⾳楽科授業における教科内容の体系
その５ （３階 ⼤会議室）

総会（３階 ⼤会議室）

9:30
10:00

12:00

13:00

15:00

15:15

17:15

18:10

8⽉23⽇(⽇) 受付（１階 エントランスホール）

⾃由研究 7−11（ ２階・４階 会議室）

参加型教材実験プロジェクト（Ⅰ：１階 ⼩ホール／Ⅱ：３階 ⼤会議室）

閉会

昼⾷・休憩

9:00
9:30

12:00

13:00

15:00


	スライド 2
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 4
	スライド 4
	スライド 6
	スライド 5

